
り

大
元
一
統
志
の
零
葉
に
就

い゛

て

　

最
近
内
藤
乾
吉
氏
か
ら
大
元
一
統
志
ｏ
零
葉
の
吝
具
を
一
枚

頂
戴
し
た
。
之
は
昨
春
。
氏
が
北
京
の
傅
況
叔
（
。
堵
湘
）
氏
ｏ
宅

で
宋
元
本
の
零
葉
を
数
多
綴
っ
た
者
の
中
か
ら
良
見
し
て
橋
川

時
雄
氏
に
撮
影
を
依
頼
さ
れ
た
も

　

ブ

の
と
０
事
で
あ
る
。
此
處
に
掲
げ

る
寫
員
が
印
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　

元
の
一
統
志
が
早
く
か
ら
散
快

し
て
、
最
早
や
今
日
で
は
極
く
一

部
分
の
鈴
本
と
数
葉
の
刊
本
と
に

依
っ
て
僅
か
に
其
０
面
影
を
窺
ひ

知
る
に
過
ぎ
な
い
奴
態
で
あ
る
事

は
改
め
て
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
昨

年
金
航
繊
氏
は
此
等
の
材
料
に
抹
‘

日

　

比

　

野

　

丈

　

夫

に
愛
宕
松
男
氏
の
甚
だ
詳
細
な
批
評
が
あ
る
。

　

今
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
寫
員
に
見
ら
れ
る
様
に
、
前
牛

葉
を
訣
い
て
ゐ
る
が
、
版
心
は
残
つ
て
ゐ
る
の
で
巻
六
百
三
十

　
　
　

’

　

。
４
ご
ゆ
／
。
タ
♪
Ｉ
：

　

ｔ
ｆ
ｒ
ｒ

　

タ
゛
。
ｊ
ｉ
、

　
　
　

【

で
杉
・
≒
久
司

　
　
　
　
　
　

｛
｝

Ｉ
’
１
、
］

Ｔ
一
才
闘
Ｉ
４
　
ザ
ソ
寸
心
ド
…
…
…
ニ
’

１
１
♂
？
ｌ
ｌ
ｌ

庚
礼
生

－
ｊ
ｌ
ｌ
ｉ
！

Ｉ

　

ｊ
～
Ｓ
～
べ
♂

ｊ
’
火
氷
柚
谷
｛
い
他
１
　
耳
卜
皿
丈
ト
九
谷

０
　
介
九
ふ
牛
八
レ
ト
ト
ヘ
～
Ｉ
こ
友
山

七
｝
ヌ
便
ヰ
執
二
１
　
～
ぺ
ヽ
貯
月
Ｉ
七
万
詞
俯

冲
悸
サ
」
驚
史
９
　
叶
焼
死
七
ヰ
九
万
Ｉ

馬
明
生
４
　
浹
港
汰
乃
碕
１
　
土
か
を
４
　
山

中
ぶ
太
湊
村
冊
５
　
方
Ｉ
『
脳
悛
臨
堅
八

情
０
　
介
腸
壁
守
則
去
長
生
化
か
聊
か

　
　
　

’
如！
ゝ
く
ｌ

　

″

　

―
‘
Ｉ
ヤ
？
ｌ
ｊ
！
～
‘
ヽ
Ｉ
‘

　

Ｊ
ｊ
べ
ゝ

山
’
口
口
サ
札

つ
て
残
本
、
輯
本
を
作
り
考
鐙
、
附
録
を
附
し
て
遼
海
叢
書
第

十
集
に
我
め
た
。
之
に
就
い
て
は
已
に
本
誌
の
第
二
巻
第
四
競

四
の
第
五
葉
で
あ
る
事
が
わ
か

る
。
毎
牛
葉
十
行
、
行
二
十
字
。

巻
六
百
三
十
川
と
い
へ
ば
金
氏
Ｏ

残
本
巻
八
の
成
都
府
路
濯
州
の
條

に
富
る
。
さ
う
し
て
此
の
巻
に
は

た
？
我
が
杉
村
勇
造
氏
の
蔵
す
る

第
七
葉
と
大
建
圖
書
館
所
蔵
の
第

八
葉
と
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
み

で
あ
る
。
と
す
る
と
此
の
零
葉
は

金
氏
も
知
ら
な
か
っ
た
も
の
で
、

未
だ
紹
介
さ
れ
た
事
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
恐
ら
く
此
等

の
三
葉
は
元
来
完
全
で
あ
っ
た
一
巻
が
何
時
の
間
に
か
散
殴
し
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て
一
葉
一
葉
所
七
異
に
し
て
好
事
家
の
手
に
渡
っ
た
０
で
は
な

　
　
　

い
か
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　

元
来
、
元
の
一
統
志
に
大
小
二
種
の
刊
本
が
存
す
る
事
は
周

　
　
　

知
の
事
賓
で
あ
る
が
、
雨
者
共
に
大
徳
重
修
本
で
あ
り
、
行
款

　
　
　

亦
相
同
じ
く
た
ゞ
版
の
大
小
の
差
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
事
も
殆

　
　
　

ど
疑
が
な
い
。
東
方
學
報
東
京
第
五
冊
続
編
に
大
建
圖
書
館
Ｏ

　
　
　

零
葉
を
始
め
て
紹
介
し
た
青
山
定
男
氏
は
版
心
に
あ
る
数
字
の

　
　
　

相
違
か
ら
、
之
が
北
千
圖
書
館
所
蔵
の
大
小
二
種
０
刊
本
の
何

　
　
　

れ
と
も
異
る
第
三
種
の
刊
本
で
あ
る
と
断
定
し
た
が
、
金
氏
之

　
　
　

を
難
じ
て
そ
れ
が
杉
村
氏
所
臓
０
一
葉
と
共
に
北
平
の
大
本
に

　
　
　

常
る
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
傅
氏
所
蔵
の
も
の
は
牛
葉
枢
廓
、
縦

　
　
　

二
五
・
五
糎
、
横
一
九
‘
四
糎
。
大
建
圖
書
館
０
も
の
は
殆
ん

　
　
　

ど
之
に
等
し
い
。
さ
う
し
て
青
山
氏
が
北
９
　
圖
書
館
所
蔵
の
小

　
　
　

本
と
相
柿
ふ
も
の
と
認
め
ら
れ
た
宋
元
書
影
所
載
の
零
葉
の
寸

　
　
　

法
は
此
の
二
者
に
一
致
す
る
。
そ
れ
で
は
金
氏
０
考
へ
は
思
０
　

　
　
　

違
ぴ
で
あ
ら
う
か
。
遺
憾
乍
ら
、
目
下
北
京
で
は
圖
書
館
は
、

　
　
　

治
安
維
持
會
０
手
で
巌
重
に
保
管
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
で
あ

　
　
　

る
し
、
猫
の
手
も
欲
し
い
と
い
ふ
彼
０
地
で
態
々
本
の
寸
法
を

　
　
　

計
っ
て
貰
へ
る
様
な
閑
人
も
富
分
は
得
ら
れ
さ
う
に
な
い
。
兎

を

　

も
角
以
上
の
励
か
ら
す
れ
ば
ヽ
此
等
の
巻
六
百
三
十
四
に
湯
す

る
三
葉
は
北
平
国
書
館
の
小
本
と
同
種
０
者
で
あ
る
事
が
想
像

さ
れ
、
現
在
の
所
大
元
一
統
志
の
刊
本
は
や
は
り
大
小
二
種
に

限
ら
れ
る
様
で
あ
る
。

　

記
事
の
内
容
は
全
く
奥
地
紀
勝
巻
百
五
十
一
浪
州
仙
仰
の
條

其
の
借
で
あ
っ
て
、
陰
長
生
０
前
が
最
初
の
寧
先
生
で
あ
る
か

ら
、
仙
祥
の
部
は
此
の
第
五
葉
の
前
牛
か
ら
始
ま
る
と
思
は
れ

安
期
生
、
張
天
師
、
王
仙
何
を
経
て
第
七
葉
の
呂
洞
賓
に
綺
く

の
で
あ
る
。
他
の
部
分
に
於
て
も
元
の
一
統
志
は
南
宋
の
荷
疆

域
に
開
す
る
限
り
殆
ん
ど
奥
地
紀
勝
の
焼
き
直
し
と
も
い
ふ
べ

く
、
之
に
多
少
紹
定
以
後
の
沿
革
の
記
事
を
加
へ
た
も
の
に
す

ぎ
ぬ
。
而
も
紀
勝
が
雙
行
で
あ
っ
た
所
を
披
大
し
て
大
字
一
行

と
し
、
徒
ら
に
宿
峡
の
荘
大
を
は
か
っ
た
も
０
Å

然
し
北
方
金
の
荷
領
域
に
於
て
は
元
和
郡
螺
志
、
太
平
宣
宇
記

等
の
外
に
張
洽
の
地
理
沿
革
表
で
あ
る
と
か
、
方
奥
椙
要
と
か

い
ふ
様
な
總
志
を
引
き
、
或
は
隨
所
に
大
徳
中
纂
修
せ
し
め
た

各
行
省
の
圖
冊
の
類
を
引
用
し
て
ゐ
る
の
も
珍
ら
し
い
が
、
特

に
欧
州
の
條
に
金
大
定
職
方
志
及
び
金
集
破
地
理
志
の
名
が
見

え
る
の
は
注
目
を
惹
く
。
此
等
は
恐
ら
く
金
史
地
理
志
の
材
料

と
な
っ
た
も
０
で
あ
ら
う
。
い
づ
れ
此
の
事
に
就
い
て
は
別
Ｏ

機
合
を
得
て
述
べ
て
み
た
い
。
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